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＜連絡事項＞

· 日本精神科病院協会より、診療報酬関連についての最新の情報が届いています。WIZで東病棟のページを開き、メールの受診ボックスの中に入っています。看護配置問題や精神科関連の内容なので、全スタッフ目を通すようにしましょう。
＜患者様連絡事項＞

· 住吉鉄夫様～家族（妹様）より外泊の希望あり、日時はまだ未定とのことで決まり

次第、電話をするように頼んでいます。

注）外泊届けは書いてもらい、東Bのホワイトボードに貼ってあります。また、電話を取り次いだスタッフは外泊届けの空欄を書いてDrファイルに入れておいて下さい。そして、リーダーは主治医（川端Dr）に確認して下さい。

· 佐々木悦子様～最近になり、妄想様の発言聞かれ表情硬くさせており精神症状活発

になっています。また、手指の振戦や口唇の振るえが著明に見られており、主治医（安ヶ平Dr）へ情報提供しています。特に指示はなく様子観察とのこと。今後の精神症状の動きを観察し、些細な変化でも見逃さないようにしましょう。

· 田村喜七様～昨日より、食事を不食すること見られています。腹部膨満、緊満感軽

度見られており、グル音も微弱です。嘔気・嘔吐はなく、排便は4/26の準夜帯にて確認しています。本日、主治医（安ヶ平Dr）に情報提供し摘便・ガス抜き・浣腸の指示あり施行。多量の排ガスと排便見られています。今後も食事摂取量と排便の確認、腹部症状の有無を観察し、適宜に摘便・ガス抜き・浣腸を行って排便を促していきましょう。また、下剤の服用も忘れずに続けていくようにし、各勤務帯で排便が確認された際はフローシートへの記入・経過記録へ記載・申し送りを忘れずにするようにしましょう。

＜新入院患者様＞

· 榮田　豊様（サカエダ　ユタカ）　27歳　統合失調症

　　病棟　　　東病棟Aユニット

　　入院形態　措置入院

　　主治医　　安ヶ平Dr

4月26日、検察庁で簡易鑑定行い措置入院が適切との判断

4月27日、措置鑑定:一次審査、八戸赤十字病院・渡辺Dｒ→統合失調症
二次審査、みかわ神経内科・三川Dr →統合失調症
高卒後は大工をして働いていたが就労は長続きせず職を転々としていた。平成14年8月、幻聴、被害関係妄想、奇異な行動出現し、同年8月31日、八戸赤十字病院を受診し同日から平成14年9月26日まで医療保護入院となっていた。以後、同院を通院していたが平成18年に入り、忘薬、通院不定期となり、平成19年1月26日を最後に受診途絶えている。平成19年2月頃より病状悪化し幻覚妄想、易怒、興奮が目立っていた。平成19年4月12日、他人の自動車を無断で乗り回して警察官に逮捕されている。平成19年4月27日、要措置との判定にて16時45分、東病棟Aユニットに措置入院となる。
　入院後は、食事の拒否や拒薬はありません。本人の荷物が届いていない事に対してイライラ感訴えていましたが、荷物が届いた後はイライラ感の訴えはなく、興奮なども見られません。消灯後、寝つけない様子だったが交代時には眠っており、以後良眠にて経過。入院時検査の拒否もなく、スタッフ対応も穏やかでトラブルなどもない。

今後は、今回に入院の振り返りを一緒に行っていくとともに、本人の病的な部分の見極めと観察をしていく必要がある。また、本人が安心して休める環境の提供と受容的態度で接して本人の不安の軽減に努めていきましょう。

＜要注目患者様＞

· 上野千奈津様～最近になり、イライラ感を理由に時間外の喫煙を要求してくること

が目立っている。その都度、説明しているが了解悪く被害的にとらえており、しぶしぶ納得している状態。また、夜間の睡眠状態も不安定で深夜帯より眠り朝は起きれないといった状態が続いている。本日、母様の面会あるが、その際も話す内容にまとまりがなく昔の話ばかりして、しまいには母様に対して怒り出してしまう状態。今後も、全スタッフ統一した対応をするようにし、本人の病的な部分の見極めと観察、面会時の状況や睡眠状態に注目していきましょう。













